On the Miko Dances of the Kyushu Islands by 福島 邦夫
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1月 1月 1日 若水くみ
1月 2日 船祝い
1月 3日 節句
2月 2月 1日～ 3日 カライモ祭
3月 3月 4日 漁願立て
4月 4月 8日 お釈迦祭
6月 6月16日～17日 アワの祭
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場 所 対 馬 五 島 (咲宿 神 社 ) 五 島 (白鳥 神 社 甑 島 口 之 島
踊 り手 老 女 小 学 生 中 学 生 中 学 生 老 女 (55
以 下 以 下 以 下 歳 以 上 )
髪 飾 り 長 い 髪を パ レ ッ トで 束 ね る な し な し 王 冠 と先輩 ネ - シの 髪 を 入れ た 赤 い房 上 の も 赤 い 帽子 に 先 輩不 一 シ の髪 を い れた も の
上 衣 麻 の 打 ち掛 け 赤 い 長 い上 着 ､ 打ち掛 け
衣 装 赤 い 袴 に 赤 い 袴 赤 い 袴 に 正 装 下 は 正
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表 2 踊 り
場 所 対 馬 (令柿 ) 五 島 (岐宿 ) 五 島 (白良 ) 甑 島 口 之 島
楽 器 鈴 ､太 鼓(命 婦 も打 つ ) 鈴 ､太 鼓 鈴 ､太 鼓 鈴 ､太 鼓 テ ンペ ス ､小 太 鼓
方 向 4 方 向 回 転 回 転 大 回 転 そ の 場
立 戸 で の つ ま 先 立 鈴 と 手 を 鈴 と 手 を 両 手 で
動 き ち 併 せ て ま 併 せ て ま 内 か 大 き
鈴 を 上 下 わ す ､ 鈴 わ す ､ 鈴 くら外 へ 3
に 激 し くまわ す_ を鳴 らす を鳴 らす 回
回 転 右 方 向 3 右 方 向 3 大 回 り右 12 セ ク
回 ､反 対 回 ､ 反 対 左 ､合 計 ( 12 神




































































石塚尊俊 『西日本諸神楽の研究』 1979年 慶友社
石塚尊俊 『女人司祭』 1994年 慶友社




後藤正足 『壱岐神社誌』 1926年 錦江亭












下野敏見 『トカラ列島民俗誌』 1994年 第-書房
下野敏見 『南西諸島の民俗Ⅱ』 1981年 法政大学
出版会
下野敏見 ｢民俗文化｣ 『十島村誌』 1995年 十
島木肝rl
下野敏見 『民俗学から原日本を見る』 1999年 吉
川弘文館







集 墓と山と聖地』 1993年 東京堂出版
拙稿 ｢北部九州におけるシャーマン的職能者につ
いて-特にその成垂過程をめぐって｣
『民俗宗教 第 5集 シャーマニズムの世界』 1995
年 東京堂出版
拙稿 ｢九州沿岸部離島における変女の伝統一対
馬 ･壱岐を中心として｣
『環境と文化』 2(X氾年刊行 九州大学出版会
なお､本研究は平成8年度～10年度科学研究費補助金
(基盤研究C2 課題番号08610318)の研究成果の一
部である｡発表が筆者の病気などにより､大幅に遅れた
ことをお詫びする｡
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